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m 関節の柔軟性を検討するために,滑車上面稲の冊

榊耶こ対する招き (探幅示教),沿革両側面の水平面内

でなすPJ皮 (沿革角)その他を計測した｡

探帖示教は距腿関節の一軸化の程度を表わすと考えら

れ,有曙類やウサギなどでは20-30%,食肉矧よ15-20

%そして霊長類は5-15%である｡いわゆる強い蹴り出

しを要する疾走･跳躍タイプからゆっくりした歩行タイ

プへの連続した傾向が見られる｡霊長類の中でも,地上

性の強いヒヒあるいは樹上跳躍タイプの原辞などでは伯

が大きく,村上四足非行タイプの原狂.共投そして用人
猿などでは倍が小さい｡

沿中角は右肺Elや血肉灯などではホ央上0度であり,

盟長期では5-20度である｡そして霊長類の中でも,戻

尭･跳躍タイプでは小さく,把捉性の樹上四足 (辛)歩

行タイプでは大きい｡つまりこの伯は距腿関節の立付以

外の方向での可動性を衣わし,把拡性とm迎している｡

以上のようなロコモーシすソBg式と距骨形倍との関係

の一週の煩向は,附巾とFE･円･mあるいは距骨下関節との
角皮などにも現われ,また足択中足nq関節の充軟性やtl

尺骨の伸長固定化などにも同様に見られる｡すなわち,

霊長類のロコモーシ甘ソ型式を分析する際に,他の動物

群全体の傾向の中で把損することの血変性が示攻され

る｡またこのような分析を体の他の部位にも当てはめる

ことにより,ロコモーション型式と運動器の形腿との関

連性がさらに明らかにされると思われる｡

疾走タイプとされるヒトでは,若剛苗示数が小さく,附

叫角も中程度であるので,把捉性の憤向が範いことにな

る｡この矛盾は,距骨以外の足部がアーチ構造によって

訊く固定化されているにもかかわらず,足底全体を接地

させるために距腿関節の柔軟性が要求されると考えるこ
とにより解決される｡そしてそのような状態こそ,ヒ｣.

の二足歩行の特殊性を表わすものと言えよう｡
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志2ミ市原地獄谷に生班している日本ザルは,冬季には

ミツデカエデ樹皮を主にとつているが.その期間の体班

減少は著明でなく,ふつう考えられているように拭皮の

主成分がセルローズであるならば.サルはセルローズを

栄詫滋としているであろう｡この場合,一般に苗等動物

はセルローズを栄養源とすることはむつかしいから.腸

内菌そうによってセルローズがブドウ糖に分解されたの

ち吸収される経路が考えやすい｡私達はこの仮説を検討

するため,研究をはじめた｡

まずサルの天使菌そうを検索したところ,いわゆるケ

ージ飼い口本ザJt,の筒そうとはかなり異.?ている知見が

えられている｡しかしいずれにしても.セルローズ分解

筒が主要桐成菌であるとする知見はえられなかった｡つ

ぎに冬季の主食であるミツデカIiデ樹皮その他の光来分

析を抗みたが.ミツデカエデの樹皮には多血のセソイが

ふくまれ,粗It=ソイ食止が4337%であったことは予想

どおりであった｡しかし,窒2･.t正からの計井ではあるが

阻タソバクを5.62%ふくみ,この伍は大豆のそれに比す

べくもないが,大変のそれに近い｡また.エーテル抽出

物 (mm肪)の合点も大変に近い｡つまりミツデカエデ

樹皮の栄荘価は大変のそれに刑似し,日本ザルにとって

十分な火花源となりうるといえよう｡また糞便の分析に

おいて. ミツデカエヂ税収のセソイが消化されること

なく,多血に排他されていることが祝祭された｡

応初に私達は,樹皮が主にセソイで榊成されていると

ころから,これを常虫として越冬する志rI市原のサルに

は,セソイを米袋流として利用できるなんらかの牧柄,
多分腸内菌そうによるセルローズの分解作用があろうと

想像した｡しかし樹皮の発狂分抑こよれば,それには大

変に匹敵するタソバクと脂肪がふくまれているとみてよ

く,あえてセソイを利用しなくとも十分に栄韮補給が可

能と思われる｡したがって,腸内菌そうによるセJL,ロー

ズ分解作用などはほとんど無視でき,糞便に多丑のセソ

イがみとめられたこともそのひとつの傍証といえよう｡

以上,細摺学的ならびに栄苑学的にみて,志賀高原の

サルはミツデカエデを常企し,さほどの飢餓状態になら

ずに越冬するといえよう｡
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ニホンザルの体鼠庇のうち今年度は循環血液丘をmTJ淀

した｡87.Tl走方法はEvansblue(T11824)法に上った｡

被験個体はケージに飼育されているオス2預 (市沢80
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